
理学部 生物・化学科

理学部,生物・化学科（生物学コース） 理学部,生物・化学科（化学コース）
DP1-1 DP1-2-a DP1-2-b DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP2-4 DP2-5 DP3 DP4 DP1-1 DP1-2-a DP1-2-b DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP2-4 DP2-5 DP2-6 DP3 DP4

分野 授業科目

単

位

数

小

枠

大

枠
履修年次 備考

授業科目の
到達目標

自然科学
について広
く知り、人
間や文化と
の関わりに
ついて理解
していま
す。

生物学の
基幹分野で
ある細胞生
物学、分子
生物学、生
理学を体系
的に理解し
ています。
また、その
基盤となる
化学・数学
の基礎知
識を理解し
ています。

生物学に
関する発展
的な知識を
理解してい
ます。

コミュニ
ケーション・
スキル： 自
然科学にお
ける様々な
知見を根
拠・理由と
ともに説明
するための
プレゼン
テーション
能力や文
章作成を行
える日本語
能力を身に
付けていま
す。また、
他者の説
明からその
主張及び
根拠を正し
く判断する
ことができ
ます。将
来、国際的
な活躍をす
る上で必要
な英語の基
礎能力を備
えていま
す。

数量的スキ
ル： 自然現
象を定量的
に捉え、説
明を行える
数量的スキ
ルを身に付
けていま
す。

情報リテラ
シー： 様々
な手段を用
いて問題解
決のために
必要な情報
を収集し、
その情報の
妥当性を適
正に判断
し、情報モ
ラルに則っ
て効果的に
活用するこ
とができま
す。

論理的思
考力： 様々
な自然現象
が生じる理
由について
の仮説提
起を行い、
その妥当性
を理由とと
もに説明す
ることがで
きます。

問題解決
力： 生物学
の課題に
対し、その
課題を解決
するための
問題点を発
見し、実
験・観察等
を通して必
要なデータ
を自ら収
集・分析・
整理・考察
すること
で、問題解
決を行うこ
とができま
す。

自然科学、
特に生物
学の学修を
通し、広く
社会で活躍
するための
自己を管理
し、チーム
ワークで仕
事を進める
能力を身に
付けていま
す。さらに、
社会人とし
ての倫理観
や社会的
責任を持っ
て行動をと
る態度を身
に付けてい
ます。

自然科学、
特に、生物
学の基礎
知識、及
び、自然現
象を定量的
に捉える数
量的スキル
を具体的な
課題に適
用し、その
課題を解決
する学習経
験を通し
て、課題解
決のための
創造的思
考力を身に
付けていま
す。

自然科学
について広
く知り、自
然科学の
人間や文
化との関わ
りについて
理解してい
ます。

化学の基
幹４分野で
ある物理化
学、有機化
学、無機化
学、分析化
学を体系的
に理解して
います。ま
た、その基
盤となる物
理学・数学
の基礎知
識を身に付
けていま
す。

化学の基
幹４分野の
うち１つ以
上の分野
について
は、専門的
な知識も身
に付けてい
ます。

コミュニ
ケーション・
スキル： 自
然科学にお
ける様々な
知見を根
拠・理由と
ともに説明
するための
プレゼン
テーション
能力や文
章作成を行
える日本語
能力を身に
付けていま
す。また、
他者の説
明からその
主張及び
根拠を正し
く判断する
ことができ
ます。将
来、国際的
な活躍をす
る上で必要
な英語の基
礎能力を備
えていま
す。

数量的スキ
ル： 自然現
象を定量的
に捉え、数
理モデル化
や定量的
解析を行
い、解析結
果の可視
化、説明を
行える数量
的スキルを
身に付けて
います。

情報リテラ
シー： 問題
解決のため
に必要な情
報を収集
し、その情
報の妥当
性を適正に
判断し、情
報モラルに
則って効果
的に活用す
ることがで
きます。

論理的思
考力： 自然
現象が生じ
る理由につ
いての仮説
提起を行
い、その妥
当性を理由
とともに説
明すること
ができま
す。

問題解決
力： 自然科
学の課題
に対し、そ
の課題を解
決するため
の問題点を
発見し、必
要な情報を
自ら収集・
分析・整理
すること
で、問題解
決を行うこ
とができま
す。

観察力： 実
験により得
られた知見
から、その
背後にある
メカニズム
を推測し、
規則性を導
き出す能力
を身に付け
ています。

自然科学、
特に化学
の学修を通
し、広く社
会で活躍す
るために、
自己を管理
しチーム
ワークで仕
事を進める
能力を身に
付けていま
す。さらに、
社会人とし
ての倫理観
や社会的
責任を持っ
て行動をと
る態度を身
に付けてい
ます。

自然科学、
特に化学
の基礎知
識を具体的
な課題に適
用し、その
課題を定量
性を持って
解決する学
習経験を通
して、課題
解決のため
の創造的
思考力を身
に付けてい
ます。

基礎セミナー 基礎セミナー 2 ◎ 2 ◎ ◎ ○ ○
データ科学と社会Ⅰ 1 ◎ ◎ ○ ◎
データ科学と社会Ⅱ 1 ◎ ◎ ○ ◎

運動健康科学 運動健康科学 1 ◎ 1 ◎
山口と世界 山口と世界 1 ◎ 1 ◎

知の広場 1 ◎ ◎
キャリア教育 1 ◎ ◎
英語Ⅰaまたは英語Ⅱa 2 ◎ ◎ ◎
英語Ⅰbまたは英語Ⅱb 2 ◎ ◎ ◎
英語会話Ⅰaまたは英語会話Ⅱa 2 ◎ ◎ ◎
英語会話Ⅰbまたは英語会話Ⅱb 2 ◎ ◎ ◎

哲学 哲学 1 ◎ 1 ◎
歴史学 歴史学 1 ◎ 1 ◎
社会学 社会学 1 ◎ 1 ◎

経済と法１ 1 ◎ ◎
経済と法２ 1 ◎ ◎
経済と法３ 1 ◎ ◎
人間の発達と育成１ 1 ◎ ◎
人間の発達と育成２ 1 ◎ ◎
文化の継承と創造１ 1 ◎ ◎
文化の継承と創造２ 1 ◎ ◎

社会と医療 社会と医療 1 ◎ 1 ◎
科学技術と社会 科学技術と社会 1 ◎ 1 ◎ ○
環境と人間 環境と人間 1 ◎ 1 ◎
食と生命 食と生命 1 ◎ 1 ◎

日本国憲法 2 ◎
スポーツ運動実習 1 ◎

国際展開 国際展開科目 2 ◎
地域展開 地域展開科目 2 ◎
知財展開 知財展開科目 2 ◎

ユニバーサル展開 ユニバーサル展開科目 1 ◎
数学Ⅰ 2 ◎ ◎ ○ ◎ ○
数学Ⅱ 2 ○ ◎ ○ ◎ ○
物理学Ⅰ 2 ○ ◎ ○ ◎ ○
物理学Ⅱ 2 ○ ◎ ○ ◎ ○
化学Ⅰ 2 ◎
化学Ⅱ 2 ◎
生物学Ⅰ 2 ◎ ◎ ○ ○
生物学Ⅱ 2 ◎ ◎ ○ ○
地球科学Ⅰ 2 ○ ◎ ○
地球科学Ⅱ 2 ○ ◎ ○
物理学実験Ａ 2 ○ ◎ 〇 〇 〇 ◎ 〇
化学実験Ａ 2 ○ ◎ 〇 〇 〇 ◎ 〇
生物学実験 2 ○ ◎ ○ 〇 〇 ◎ 〇
地球科学実験 2 ◎ ○ △ △ 〇 △
生物学概論 2 ◎ 1前 ◎ ○
化学概論 2 ◎ 1前 ◎ ◎

生物・化学セミナー 2 ◎ 1後 ◎ ◎ ○ ○

無機化学Ｉ 2 ◎ 1後 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

有機化学Ｉ 2 ◎ 1後 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

文献講読 4 ◎ 4 ○ ◎ ◎ 〇

特別研究 10 ◎ 4 ◎ ◎ ◎ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ◎

分子生物学 2 ○ 2前 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

生物化学 2 ○ 2前 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

生物物理化学 2 ○ 2前 ◎ ○ ◎ ○ ○

天然物有機化学 2 2前 ◎ ○ ◎ ○ ○

高分子化学 2 3前 ◎ ○ ◎ ○ ○

遺伝情報解析 2 3前 ○ ◎

物理学概論 2 2後 ◎ 〇 〇

力学I 3 1後 ◎ 〇 〇

電磁気学I 3 2前 ◎ 〇 〇

熱力学 2 2後 ◎ 〇 〇

地学概論 2 2前 ◎ 〇

地球科学入門Ⅰ 2 1前 ◎ 〇

地球科学入門Ⅱ 2 1前 ◎ 〇

物理学基礎実験 1 集中 ◎

地学基礎実験 1 集中 ◎

特殊講義 集中 ◎

学外実習Ⅰ 1又は2 2前～3後 海外研修 ◎

共

通

教

育

科

目

教養コア 8

情報処理 2

8

キャリア教育 2

英語 英語 8

教養展開 0 0

一

般

教

養

人文教養

科目編成表
一般学生

区

分
（

注

1
）

単位数

系列

14

社会教養 経済と法 3

学

際

的

教

養

人間の発達と育成 2

文化の継承と創造 2

教職基礎 教職基礎 0 0

専門基礎 理系基礎

10-

14-

4-

専

門

科

目

共通科目
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理学部 生物・化学科

理学部,生物・化学科（生物学コース） 理学部,生物・化学科（化学コース）
DP1-1 DP1-2-a DP1-2-b DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP2-4 DP2-5 DP3 DP4 DP1-1 DP1-2-a DP1-2-b DP2-1 DP2-2 DP2-3 DP2-4 DP2-5 DP2-6 DP3 DP4

分野 授業科目

単

位

数

小

枠

大

枠
履修年次 備考

授業科目の
到達目標

自然科学
について広
く知り、人
間や文化と
の関わりに
ついて理解
していま
す。

生物学の
基幹分野で
ある細胞生
物学、分子
生物学、生
理学を体系
的に理解し
ています。
また、その
基盤となる
化学・数学
の基礎知
識を理解し
ています。

生物学に
関する発展
的な知識を
理解してい
ます。

コミュニ
ケーション・
スキル： 自
然科学にお
ける様々な
知見を根
拠・理由と
ともに説明
するための
プレゼン
テーション
能力や文
章作成を行
える日本語
能力を身に
付けていま
す。また、
他者の説
明からその
主張及び
根拠を正し
く判断する
ことができ
ます。将
来、国際的
な活躍をす
る上で必要
な英語の基
礎能力を備
えていま
す。

数量的スキ
ル： 自然現
象を定量的
に捉え、説
明を行える
数量的スキ
ルを身に付
けていま
す。

情報リテラ
シー： 様々
な手段を用
いて問題解
決のために
必要な情報
を収集し、
その情報の
妥当性を適
正に判断
し、情報モ
ラルに則っ
て効果的に
活用するこ
とができま
す。

論理的思
考力： 様々
な自然現象
が生じる理
由について
の仮説提
起を行い、
その妥当性
を理由とと
もに説明す
ることがで
きます。

問題解決
力： 生物学
の課題に
対し、その
課題を解決
するための
問題点を発
見し、実
験・観察等
を通して必
要なデータ
を自ら収
集・分析・
整理・考察
すること
で、問題解
決を行うこ
とができま
す。

自然科学、
特に生物
学の学修を
通し、広く
社会で活躍
するための
自己を管理
し、チーム
ワークで仕
事を進める
能力を身に
付けていま
す。さらに、
社会人とし
ての倫理観
や社会的
責任を持っ
て行動をと
る態度を身
に付けてい
ます。

自然科学、
特に、生物
学の基礎
知識、及
び、自然現
象を定量的
に捉える数
量的スキル
を具体的な
課題に適
用し、その
課題を解決
する学習経
験を通し
て、課題解
決のための
創造的思
考力を身に
付けていま
す。

自然科学
について広
く知り、自
然科学の
人間や文
化との関わ
りについて
理解してい
ます。

化学の基
幹４分野で
ある物理化
学、有機化
学、無機化
学、分析化
学を体系的
に理解して
います。ま
た、その基
盤となる物
理学・数学
の基礎知
識を身に付
けていま
す。

化学の基
幹４分野の
うち１つ以
上の分野
について
は、専門的
な知識も身
に付けてい
ます。

コミュニ
ケーション・
スキル： 自
然科学にお
ける様々な
知見を根
拠・理由と
ともに説明
するための
プレゼン
テーション
能力や文
章作成を行
える日本語
能力を身に
付けていま
す。また、
他者の説
明からその
主張及び
根拠を正し
く判断する
ことができ
ます。将
来、国際的
な活躍をす
る上で必要
な英語の基
礎能力を備
えていま
す。

数量的スキ
ル： 自然現
象を定量的
に捉え、数
理モデル化
や定量的
解析を行
い、解析結
果の可視
化、説明を
行える数量
的スキルを
身に付けて
います。

情報リテラ
シー： 問題
解決のため
に必要な情
報を収集
し、その情
報の妥当
性を適正に
判断し、情
報モラルに
則って効果
的に活用す
ることがで
きます。

論理的思
考力： 自然
現象が生じ
る理由につ
いての仮説
提起を行
い、その妥
当性を理由
とともに説
明すること
ができま
す。

問題解決
力： 自然科
学の課題
に対し、そ
の課題を解
決するため
の問題点を
発見し、必
要な情報を
自ら収集・
分析・整理
すること
で、問題解
決を行うこ
とができま
す。

観察力： 実
験により得
られた知見
から、その
背後にある
メカニズム
を推測し、
規則性を導
き出す能力
を身に付け
ています。

自然科学、
特に化学
の学修を通
し、広く社
会で活躍す
るために、
自己を管理
しチーム
ワークで仕
事を進める
能力を身に
付けていま
す。さらに、
社会人とし
ての倫理観
や社会的
責任を持っ
て行動をと
る態度を身
に付けてい
ます。

自然科学、
特に化学
の基礎知
識を具体的
な課題に適
用し、その
課題を定量
性を持って
解決する学
習経験を通
して、課題
解決のため
の創造的
思考力を身
に付けてい
ます。

科目編成表
一般学生

区

分
（

注

1
）

単位数

系列

学外実習Ⅱ 1 2前～3後 インターンシップ ◎

サイエンス実習Ⅰ 1 集中 ◎ ○ ○

サイエンス実習Ⅱ 1 集中 ◎ ○ ○

専門英語１ 2 2前～4後 ◎ △

専門英語２ 2 2前～4後 ◎ △

生物学演習入門 2 ◎ 2前 ◎ ○

生物学演習Ⅰ 2 ◎ 2後 ◎ ○ ◎

生物学演習Ⅱ 2 ◎ 3前 ◎ ○ ◎

生物学演習Ⅲ 2 ◎ 3後 ◎ ○ ◎

生物科学セミナーⅠ 1 ◎ 2後 ◎

生物科学セミナーⅡ 1 ◎ 3前 ◎

生物学実験Ⅰ 3 ◎ 2後 ◎ ○ ◎

生物学実験Ⅱ 3 ◎ 3前 ◎ ○ ◎

生物学実験Ⅲ 3 ◎ 3後 ◎ ○ ◎

遺伝子工学 2 ○ 2前 ◎ ○

細胞生物学 2 ○ 2前 ◎ ○

生物物理学 2 ○ 2前 ◎ ○

分子遺伝学 2 ○ 2後 ◎ ○

動物生理学 2 ○ 2後 ◎ ○

発生生物学 2 ○ 2後 ◎ ○

発生遺伝学 2 ○ 2後 ◎ ○

植物分子生理学Ⅰ 2 ○ 2後 ◎ ○

時間生物学 2 ○ 3前 ○ ◎

生殖生物学 2 ○ 3前 ○ ◎

昆虫生理学 2 ○ 3前 ○ ◎

細胞遺伝学 2 ○ 3前 ○ ◎

植物分子生理学Ⅱ 2 ○ 3前 ○ ◎

細胞生理学 2 ○ 3後 ○ ◎

細胞物理化学 2 ○ 3後 ○ ◎

植物生理学 2 ○ 2後 ○ ◎

発生細胞生物学 2 ○ 3後 ○ ◎

生物科学セミナーⅢ 1 3後 ◎

生物科学セミナーⅣ 1 4前 ◎

生物科学セミナーⅤ 1 4後 ◎

特別実験 1 2前～3後 公開臨海(臨湖)実習 ◎ ○ ◎

化学基礎実験 1 集中 ◎ ○ ◎
有機化学実験 4 ◎ 2前 ○ ○ ○ ○ ◎ △ △
分析化学実験 4 ◎ 2後 ○ ○ ○ ○ ◎ △ △
物理化学実験 4 ◎ 3前 ○ ○ ○ ○ ◎ △ △
創成化学実験及び演習 6 ◎ 3後 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
無機化学Ⅱ 2 ○ 2前 ○ ◎ ○ ○ ○
有機化学Ⅱ 2 ○ 2前 ○ ◎ ○ ○ ○
物理化学Ⅰ 2 ○ 2前 ○ ◎ ○ ○ ○
物理化学Ⅱ 2 ○ 2後 ○ ◎ ○ ○ ○
分析化学Ⅰ 2 ○ 2前 ○ ◎ ○ ○ ○
分析化学Ⅱ 2 ○ 2後 ○ ◎ ○ ○ ○
化学英語及び演習Ⅰ 2 ○ 2後 ◎ ○ ○ ○ ○
化学英語及び演習Ⅱ 2 ○ 3後 ◎ ○ ○ ○ ○
量子化学及び演習Ⅰ 2 ○ 2後 ○ ◎ ○ ○ ○ ○
量子化学及び演習Ⅱ 2 3前 ○ ◎ ○ ○ ○ ○
無機化学Ⅲ 2 2後 ○ ◎ ○ ○ ○
錯体化学 2 2後 ○ ◎ ○ ○ ○
有機化学Ⅲ 2 2後 ○ ◎ ○ ○ ○
有機化学Ⅳ 2 3前 ○ ◎ ○ ○ ○
物理化学Ⅲ 2 3前 ○ ◎ ○ ○ ○
物理化学Ⅳ 2 3前 ○ ◎ ○ ○ ○
先端化学入門Ⅰ 2 3前 ○ ○ ○ ○ ○
先端化学入門Ⅱ 2 3後 ○ ○ ○ ○ ○
生物学基礎実験 1 集中

専

門

科

目

共通科目

どちらか選択

生物学コース

化学コース
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